
21 － 15
26 － 27
21 － 10
22 － 16
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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 33 3 10 4 2 ◎ 4 12 0 5 2 2

5 0 0 0 0 0 ○ 5 14 0 6 2 1

○ 6 26 7 1 3 1 ○ 6 12 4 0 0 0

○ 7 13 0 5 3 5 7 14 1 3 5 3

8 0 0 0 0 0 ○ 8 4 0 2 0 4

○ 9 7 0 3 1 3 9 0 0 0 0 1

10 0 0 0 0 0 ○ 10 0 0 0 0 4

11 3 1 0 0 0 11 2 0 1 0 1

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 2

○ 13 2 0 1 0 5 13 10 1 2 3 1

14 4 0 2 0 1 14 0 0 0 0 0

15 2 0 1 0 1 15 0 0 0 0 1

16 16

17 17

18 18

90 11 23 11 68 6 19 12

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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  札幌山の手と聖和学園の試合は粘り強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽで札幌山の手が勝利した。第１Ｐ、両チーム共にﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでスタート。札幌山の手は速いパス回しから♯
７本川のｲﾝｻｲﾄﾞと♯６渡邊のシュートで先取点をあげる。一方、聖和学園は、かたさからかｼｭｰﾄが決まらずに苦しいスタートとなる。それでも♯５永野のﾐﾄﾞﾙｼｭｰ

ﾄで応戦するも、札幌山の手♯４三浦の３Ｐとﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝなどで加点され21対15で札幌山の手がリードして第２Ｐへ。第２Ｐ、両チーム共にﾌﾟﾚｽﾃﾞｨﾌｪﾝｽを行う中、

残り６分、聖和学園♯６板橋の連続３Ｐで逆転に成功するもすぐに札幌山の手にシュートを決められるなど一進一退の攻防が続く。残り３分、聖和学園は１点差

まで迫るも逆転できない。札幌山の手は♯６渡邊と♯７本川の連続ゴールで突き放したいが聖和学園に３連続ゴールで詰め寄られるといった両者思い通りのゲー

ム展開ができず47対42とリードが変わらないまま前半を終了する。第３Ｐ、立ち上がり聖和学園は積極的にｼｭｰﾄを打つが決まらない。逆に札幌山の手♯４三浦の

３Ｐ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝなどで徐々に点差が開いていく。思うようにｲﾝｻｲﾄﾞ攻撃が機能せずﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞもとれない聖和学園は得点することができない。さらに札幌山の手♯４

三浦の個人技に翻弄されﾌﾘｰｽﾛｰを与えてしまうなど点差が開き68対52で第４Ｐへ。 第４Ｐ、開始直後、聖和学園♯５永野がｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｲでゴールしリズムに乗りた

いが後のｼｭｰﾄが決まらない。逆に札幌山の手♯６渡邊に３Ｐを決められ勢いが止まる。それでも残り８分聖和学園はﾃﾞｨﾌｪﾝｽをｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝに切り替えボールを奪

うも得点できない。残り１分聖和学園♯５永野にようやく本来のｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｲが出るが時すでに遅く90対68で札幌山の手が勝利した。
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